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「学生」「労務不能」により「成人男
性（２３歳以上６０歳未満）」区分から
「一般」区分への変更は、毎年申請が

必要です。
※詳しくは支部までお問い合わせください。

　
2
0
1
5
年
度
設
計
労
務
単
価
が
1
月
30
日
に
国
土
交
通
省
か
ら
発
表
さ
れ
、
3
年

連
続
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
「
賃
金
引
き
上
げ
と
労
働
条
件
向
上
で
、
若
者
が
入

職
で
き
る
建
設
産
業
を
つ
く
ろ
う
」
と
、
2
月
4
日
に
は
三
多
摩
国
民
春
闘
で
、
13
日

に
は
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
首
都
圏
の
建
設
労
働
組
合
の
仲
間
が
声
を
上
げ
ま
し
た
。

若者の未来ある建設産業へ

なんとしても賃上げを
2・4三多摩国民春闘、2・13建設春闘

請
求
・
要
求
運
動
で

建
設
産
業
の
明
る
い
未
来
を

空
ゆ
く
風
が
烈
し
く
鳴
る
今

日
此
の
頃
で
す
が
組
合
の
皆
さ

ま
は
元
気
に
仕
事
、
組
合
活
動

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
2

月
4
日
、
私
も
三
多
摩
春
闘
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

集
合
時
間
よ
り
早
く
着
い
た

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
す
で
に

春
闘
を
待
ち
兼
ね
た
東
京
土
建

の
各
支
部
や
他
団
体
の
人
た
ち

の
熱
気
が
、
市
民
セ
ン
タ
ー
に

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

自
分
よ
り
早
く
会
場
入
り
し

て
い
た
東
村
山
支
部
の
Ｓ
さ
ん

と
、
お
互
い
に
「
そ
ん
な
に
春

闘
集
会
を
待
ち
兼
ね
て
い
る
の

か
。」
と
冗
談
を
言
い
合
っ
た

り
し
ま
し
た
。
集
会
は
日
時
も

あ
り
ま
す
が
、
後
継
者
も
参
加

す
る
・
で
き
る
集
会
に
な
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
か
ら
は
、「
設
計

労
務
単
価
が
3
年
連
続
で
引
き

上
げ
ら
れ
た
今
、
法
定
福
利
費

を
含
め
た
請
求
・
要
求
運
動
の

獲
得
を
目
指
そ
う
。」
と
訴
え

が
あ
り
、
各
争
議
団
か
ら
は
不

当
解
雇
撤
回
争
議
の
報
告
と
支

援
の
訴
え
が
あ
り
、
そ
の
悲
痛

な
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、「
会
場
全

体
が
意
思
統
一
さ
れ
、
こ
こ
の

熱
く
強
い
気
持
ち
が
伝
わ
り
良

か
っ
た
。」「
建
設
産
業
の
明
る

い
未
来
を
切
り
開
く
春
闘
に
。」

と
熱
い
思
い
が
聞
け
ま
し
た
。

全
体
の
参
加
者
6
0
0
名
、

支
部
か
ら
23
名
の
参
加
で
し
た
。

青
空
分
会　

浅
利　

信
次

た
松
竹
分
会
の
阿
部
明
子
さ
ん

は
、『
寒
か
っ
た
け
ど
、
集
会

に
来
る
と
、
元
気
が
出
ま
す
。

韓
国
の
代
表
の
方
の
、
建
設
は

社
会
の
基
盤
だ
。
と
い
う
話
が

良
か
っ
た
。』
と
話
し
て
い
ま

し
た
。松

竹
分
会　

阿
部　

史
夫

報
告
も
あ
り
ま
し
た
。『
韓
国

も
日
本
の
様
に
格
差
が
広
が

り
、
希
望
が
持
て
な
い
国
に

な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
今
は

7
万
人
の
労
働
組
合
に
な
り
ま

し
た
。
共
に
ガ
ン
バ
ロ
ー
!!
』

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
集
会
に
参
加
し

ま
り
ま
し
た
。
建
設
労
働
者
の

春
闘
集
会
で
す
。

主
催
者
か
ら
『
設
計
労
務
単

価
が
上
が
っ
て
も
、
賃
金
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
。
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
の
内
部
留
保
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
請
求
・
要
求
運

動
が
重
要
だ
。』
と
あ
い
さ
つ
。

現
場
の
代
表
か
ら
は
、
公
契

約
条
例
の
重
要
性
と
、
若
い
職

人
不
足
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
韓
国
の
建
設
労
働

者
、
オ
・
ヒ
テ
ク
さ
ん
か
ら
の

2
月
13
日
（
金
）、
寒
風
が

吹
き
抜
け
る
中
、
日
比
谷
野
音

に
3
3
0
0
人
の
仲
間
が
集

建
設
は
社
会
の
基
盤

若
者
が
集
ま
る
産
業
へ

昨年以上の参加者で成功させ
組織強化をすすめよう

分
会

総
会

多くの仲間を集めて、若手や新しい役員さんとの結びつきを
強める総会を目指しましょう。「自分たちの分会を自分たちで元
気にする」ため、何よりそれぞれの分会活動の到達をふまえて、
仲間が元気になる総会となるよう開催方法を工夫し、その中で、
若手の大胆登用をみんなで支え合う体制や、「共にがんばろう」
という団結を分会内に築いていきましょう。

◆
（
株
）
宮
ガ
ラ
ス

硝
子
工
・
シ
ー
ル
工
／
２
～

３
人
／
常
用
・
社
員
・
見
習

／
働
き
先
：
入
混
／
要
：
普

通
自
動
車
免
許

※
早
く
終
わ
っ
て
も
1
日

分
。
2
軒
ま
わ
り
は
1
日
分

＋
α
。
幅
広
く
硝
子
・
シ
ー

ル
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先
：042-449-2550

求 

人 

案 

内

分　会 日　付 時　間 場　　所

元　塩 ３/29(日) 14:00～ 清瀬商工会館

松　竹 ３/29(日) 13:30～ 竹丘地域センター

清　里 ３/29(日) 9:00～ 中清戸地域センター

滝　山 ３/29(日) 12:45～ 滝山パークセンター

三　葉 ３/29(日) 13:30～ 支部会館

北　浅 ３/29(日) 13:00～ スポーツセンター

南　町 ３/29(日) 18:00～ 南町地区センター

青　空　 ３/29(日)   9:30～ 支部会館

「家族区分」の変更には
 手続きが必要です
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初
参
加
の
仲
間
を
迎
え

楽
し
く
滑
っ
て
交
流

北
B
青
年
部
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

北
ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年
部
が
集

ま
り
、
2
月
7
、
8
日
の
1
泊

2
日
で
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回
支
部
か
ら

は
、
新
し
い
仲
間
3
名
を
含
め

9
名
で
参
加
し
、
長
野
県
に
あ

る
戸
狩
り
温
泉
ス
キ
ー
場
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
朝
5
時
45

分
に
出
発
、
今
年
は
大
雪
も
渋

滞
も
無
く
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
。

参
加
者
30
名
全
員
で
集
合
写

真
を
撮
っ
て
か
ら
滑
り
に
行
き

ま
し
た
。
他
の
お
客
さ
ん
が

思
っ
た
よ
り
も
少
な
く
、
1
日

自
由
に
楽
し
く
滑
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
リ
フ
ト
か
ら
の
眺

め
も
絶
景
で
、
乗
っ
て
い
る
時

間
が
感
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
し

た
。今

年
は
、
夜
の
宴
会
担
当
が

私
は
昭
和
45
年
に
長
野

県
か
ら
東
久
留
米
市
浅
間

も
和
み
ま
す
。
以
前
、
ホ
タ

ル
愛
好
家
の
方
た
ち
が
竹
林

公
園
に
ホ
タ
ル
を
放
す
と
の

事
で
私
も
参
加
し
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

町
に
越
し
て
き
ま
し

た
。
と
な
り
に
竹
林
公

園
が
あ
り
、
園
内
に
は

約
2
0
0
0
本
以
上

の
孟
宗
竹
が
茂
っ
て
い

ま
す
。
公
園
内
に
足
を

踏
み
入
れ
る
と
、
ま
る

で
別
世
界
に
入
り
込
ん

だ
よ
う
な
静
か
さ
と
肌

寒
さ
す
ら
感
じ
ら
れ
ま

す
。
自
然
に
水
が
湧
い

て
い
て
と
て
も
き
れ
い

南
沢
湧
水
群
で
は
今
も

会
の
方
た
ち
が
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
。

昭
和
57
年
10
月
に

「
新
東
京
百
景
」
の
一

つ
に
選
ば
れ
た
と
の

事
。
ま
た
、
落
合
川
と

南
沢
湧
水
群
も
、
環
境

省
の
「
平
生
の
名
水
百

選
」
に
平
成
20
年
6
月

に
都
内
で
唯
一
選
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

で
す
。

子
ど
も
連
れ
の
家
族
の
方

た
ち
が
中
に
入
り
は
し
ゃ
い

で
い
る
姿
を
見
る
と
私
の
心

な
自
然
な
場
所
は
世
代
を
こ

え
て
残
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

北
浅
分
会　

安
澤　

利
昌

自  然  湧  水

清
瀬
久
留
米
支
部
だ
っ
た
為
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
や
尻
文

字
、
ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
た
ピ
ン

ポ
ン
玉
移
し
ゲ
ー
ム
な
ど
を
用

意
し
ま
し
た
。
支
部
混
合
の

チ
ー
ム
で
一
致
団
結
し
豪
華
景

品
を
目
指
し
て
、
楽
し
く
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
宴

会
後
も
部
屋
に
集
ま
り
、
夜
中

ま
で
続
き
ま
し
た
。

ふ
と
雪
国
の
職
人
は
冬
の
期

間
仕
事
は
ど
う
し
て
い
る
の

か
？
と
思
い
お
店
の
人
に
聞
い

て
み
た
と
こ
ろ
、
ス
キ
ー
場
で

働
く
人
や
除
雪
作
業
者
と
し
て

働
く
人
、
出
稼
ぎ
に
行
く
人
な

ど
が
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

福
島
な
ど
の
東
北
地
方
は
12

月
～
4
月
近
く
ま
で
雪
が
あ

り
、
復
興
活
動
を
す
る
期
間
が

短
く
膨
大
な
時
間
が
必
要
だ
と

再
認
識
し
ま
し
た
。
被
害
に

あ
っ
た
地
域
全
て
が
、
1
日
で

も
早
く
元
通
り
に
な
っ
て
欲
し

い
し
、
可
能
な
限
り
自
分
の
手

で
、
被
害
に
あ
っ
た
人
の
家
を

建
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
初
参

加
の
仲
間
も
迎
え
、
一
緒
に
楽

し
く
過
ご
せ
た
こ
と
で
、
自
分

に
必
要
な
こ
と
を
取
り
入
れ
ら

れ
る
、
い
い
経
験
に
な
っ
た
ツ

ア
ー
で
し
た
。

青
年
部
長　

永
澤　

亮

東京土建国保料

若年層・子育て世代に配慮
東京土建国保は、2015 年 4 月分（3 月納入分）からの新年度保

険料を改定しました。
昨年、厚生労働省・東京都・財務省のハガキ要請や国会行動など

の結果、1 人当たりの補助金単価を増額確保することが出来ました。
また、賃金・単価の引上げに至っていない建設産業の情勢を加味

して、全体の保険料は据え置きとし、子育て世代の保険料を一部引
き下げました。

【変更点は次のとおり】
①国保区分第 4 種の保険料
　→ 1,500 円引き下げ
②小学生相当の家族保険料
　→ 800 円引き下げ

※国保区分第 4 種とは
外注手間請けの方や事業

所に雇用されている方（第
3 種）のうち、年齢が 25
歳以上 30 歳未満の方のこ
とをいいます。

【
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す
】

労
働
災
害
保
険
の
保
険
料
率

は
、
過
去
3
年
間
の
災
害
発

生
状
況
を
考
慮
し
て
、
3
年

ご
と
に
事
業
の
種
類
別
に
改

定
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
度
は
こ
の
改
定

の
年
に
当
た
り
、
一
部
の
保
険

料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

総
合
賠
償
責
任
保
険
と
上
乗

せ
労
災
も
、
損
害
率
の
上
昇
に

伴
い
保
険
料
が
上
り
ま
す
。
し

か
し
、
同
時
に
保
険
適
用
の
幅

も
広
が
り
ま
す
。

更
新
の
際
に
必
ず
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。 

労
働
保
険
の

更
新
が
始
ま
り
ま
す

3 月から、一人親方労災の年度更新手続
きが始まります。現在、外注手間請けで仕
事をしている方々は、現場で労災保険加入
の有無を問われ、加入者証の提示を求めら
れることが少なくありません。また、事業
所の現場労災や雇用保険についても加入し
ていないと自社の職人を現場に送り出せま
せん。

表の日程で年度更新を行ないます。更新
漏れの無いようお手続きをお願いします。

３月(一人親方労災・総合賠償責任保険のみ加入)
日　付 受付時間 夜間対応

17日(火) 午前
10:30～11:30 

午後
1:30～3:30

18日(水)
26日(木) 夜 

7:00〜8:3030日(月)

４月(現場・置場・事務所労災、雇用保険)
16日(木)

午前 
10:30～11:30 

午後 
1:30～3:30

17日(金)
20日(月)
27日(月) 夜 

7:00～8:3030日(木)

2015年度　月額保険料一覧
組　合　員　本　人

国保種類 都　内 都　外

法人A種 31,900円 34,900円 家 族 加 入 者
法人B種 30,100円 33,100円 国保種類 都内・都外

法人C種 26,000円 29,000円 成人男性 11,400円

第1種 27,000円 30,000円 一　　般 4,200円

第2種 21,600円 24,600円 高校生相当 3,800円

第3種 17,500円 20,500円 中学生相当 3,800円

第4種 13,100円 
（現行14,600円）

16,100円 
（現行17,600円） 小学生相当 3,000円 

（現行3,800円）

第5種 11,400円 12,600円 幼　児 1,800円

○ ◎ ●　更新の日程　● ◎ ○


